
令和３年度 名古屋芸術大学 

入 学 試 験 問 題 

一般入学試験 ２期 

〔 英語 ・ 数学 ・ 国語 〕 

（解答時間：各５０分） 

令和 ３年 ３月 ２日（火） 

１科目目 解答時間  ９：３０～１０：２０ 

２科目目 解答時間 １０：３０～１１：２０ 

【注意事項】 

１．問題冊子（本紙）、解答用紙が各１枚あり、試験問題は全 28ページあります。 

英語 (1)～(5)ページ、数学 (7)～(12)ページ、国語 (28)～(14)ページ 
［※国語のみ右開きのため］ 

２．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。 

３．解答はすべて解答用紙に記入してください。 

４．試験中に問題冊子や解答用紙の印刷不鮮明等に気づいた場合は、静かに手を挙げて 

監督者に知らせてください。 

５．解答用紙の指定された箇所に必ず受験番号と氏名を記入してください。 

６．問題文及び設問文は声に出して読まないようにしてください。 

７．試験終了の合図があったら、すみやかに筆記具をおき、解答をやめてください。 

指示に従わない場合は不正行為となることがあります。 

８．問題冊子・解答用紙はいずれも回収します。 

９．不正行為について 

(1) 不正行為には厳正に対処します。

(2) 不正行為を行った事実が発覚した場合は、その時点で受験を取りやめさせ退室させます。

受験番号

氏  名

令和３名芸一般２英数国 





〔 英 語 〕 

【注意事項】 

１．試験問題は(2)～(5)ページです。 

２．英語の問題は左開きです。 

３．解答はすべて英語の解答用紙に記入してください。 

(1)



Part I． 以下の英⽂を読み、設問に答えなさい。 

Should Animal Testing be Allowed? 

Many people believe animal testing is necessary in order (1) develop new 
medicines or cosmetics. Some say that without these tests, we cannot know how the 
medicine will work. However, I am against animal testing.  

First, it is morally1 wrong to cause pain and death to animals. Animals have the 
right to live, in the same way as humans (2) do. They should not have to suffer at human 
hands. To save one personʼs life, thousands of animals may (3) kill. Many animals suffer (a) 
terrible pain when cosmetics (4) test on them. 

Second, it is not effective to use many animals to find the same results. There have 
been amazing technological developments in recent years. For example, we can use 
computer models instead of testing on animals. Also, (b) thanks to developments in 
biotechnology2, we can use cells3 instead of the whole body of an animal to (c) carry out 
tests. Furthermore4, we can now easily share information with other scientists around the 
world on the Internet and can avoid (5) repeat the same (d) experiments.  

The third reason is that testing on an animal may not have the same results as 
testing on a human. Animals do not get the same (e) diseases as we do, and do not have the 
same biological mechanisms5 as humans. Even if a new medicine or cosmetic (6) be 
successfully tested on an animal, it does not mean it will work in the same way on the human 
body.  

These are the reasons why I am against animal testing. Even if I accept animal 
testing to develop medicines, I cannot accept it to develop cosmetics. There should be a (f) 
clear distinction between saving peopleʼs lives and just making women look a little more 
beautiful.  

注：1. morally「道義的に」、2. biotechnology 「バイオテクノロジー」、3. cell「細胞」、 

4. furthermore 「さらに」、5. biological mechanism 「⽣物学的メカニズム」

（出典：Yumiko Ishitani, Skills for Better Reading <Intermediate>-Third Edition-構⽂で読む英⽂エッセ＜中級
編＞[第 3 版], pp. 12-13, 南雲堂, 2020 より。出題の都合上、原⽂の⼀部に変更を加えている。） 

英語 1
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1. 本⽂中の下線部(1)〜(6)の動詞の正しい形を、①〜④から選び記号で答えなさい。

(1) develop ① develop   ② developing ③ develop ④ to develop

(2) do ① do ② doing ③ does ④ to do

(3) kill ① kill ② to kill ③ be killed ④ be killing

(4) test ① is testing  ② are testing ③ is tested ④ are tested

(5) repeat ① to repeat  ② repeating ③ repeated ④ being repeated

(6) be ① be ② is ③ are ④ was

2. 本⽂中の⼆重下線部(a)〜(f)の語の、⽂中での
、、、、

意味に最も近い語を、①〜④から選び記号で答
えなさい。

(a) terrible ① serious ② light ③ big ④ sad

(b) thanks to ① in spite of ② owing to ③ in addition to   ④ despite

(c) carry out ① keep ② bring ③ understand ④ conduct

(d) experiment ① advertisement ② test ③ expectation ④ illness

(e) disease ① illness ② cancer ③ health ④ injury

(f) clear ① bright ② clean ③ dark ④ obvious

3. 「Animal Testing」に対して筆者の⽴場に最も近いものを（1）の①から④より⼀つ選び、そ
の理由と考えられる⽂を(2)の（A）から（D）より⼀つ選び、それぞれ記号で答えなさい。

(1) ① 賛成している。 ② 反対している。
③ どちらの⽴場もとっていない。 ④ 特定の⽬的のみ賛成している。

(2) (A) I accept animal testing to develop medicines.
(B) Many people believe animal testing is necessary.
(C) Animal testing is morally wrong.
(D) Without these tests, we cannot know how the medicine will work.

4. 次の(i)〜(ⅷ)の記述のうち、本⽂に書かれていることには T、書かれていないことには F と書
きなさい。

i. Everybody believes that medicine can be developed without animal testing.

ii. Both humans and animals have the right to live.

iii. Technological developments will make scientists do more animal testing.

iv. It is necessary to use the whole body of animal for animal testing.

v. The spread of the Internet can increase the number of animal testing.

英語 2
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vi. A human body is different from an animalʼs body.

vii. The development of medicine is as important as that of cosmetics.

viii. The same medicine can have different effects on animals from humans.

Part II. 以下の英⽂を読み、設問に答えなさい。 

Strict Japanese School Rules 

Japanese schools have many strict rules about hair color. Students must have black 
hair. They are not allowed to color their hair. However, this is a problem for students with 
naturally brown hair. They are often forced1 to dye2 their hair black. In 2017, a student sued3 
Osaka prefecture because her high school made her dye her brown hair black. The school 
would not let her attend classes with her natural hair color. Now, many schools are promising 
to allow natural hair colors, but the problem still continues in many schools across Japan.  

注：1. force 「強制する」、2. dye 「染める」、3. sue 「訴える」 

（出典：VELC 研究会教材開発グループ他, AMBITIONS Beginner 4 技能統合型で学ぶ英語コース：⼊⾨編, p. 23, 
⾦星堂, 2021 より。出題の都合上、原⽂の⼀部に変更を加えている。） 

以下の英⽂が本⽂の内容に合うように、①、②から適切な語句を選んで記号で答えなさい。 
(1) There (①are/②are not) rules about hair color at Japanese schools.
(2) Students (①should /②should not) color their hair.
(3) Some Japanese students are made to dye their hair (①black /②brown),
(4) A student in Osaka sued (①school/②Osaka prefecture) in 2017.
(5) School in Osaka (①allowed/②did not allow) a student to attend classes with her

natural hair color.

Part Ⅲ. ⽇本語を参考に、語句を並べ替えて英⽂を完成させなさい。 
＊ただし各問 1 つずつ使わない語句がある。 
＊⽂頭にくる語も⼩⽂字で⽰してあるが、解答は⽂頭を⼤⽂字で始めること。 

1. 彼⼥は⽇本で最も有名な映画監督の⼀⼈だ。
one / the / she / in Japan / of / most / best / is / famous / directors . 

2. 私はその映画を 1 回以上⾒ました。
seen / once / I / than / that movie / have / one / more    . 

英語 3
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3. 彼は 6 時には家を出たと思います。
at 6 oʼclock / he / think / leave / I / home / left     . 

4. 東京から⼤阪まで電⾞でどれくらいかかりますか？
from / take / much / train / how / Tokyo / does / Osaka / to / by / it / long ? 

英語 4

(5)



(6)



〔 数 学 〕 

【注意事項】 

１．試験問題は(8)～(12)ページです。 

２．数学の問題は左開きです。 

３．解答はすべて数学の解答用紙に記入してください。 

(7)



一般選抜 一般入学試験 2期 数学 

第 1問 

⑴ 次の式を因数分解せよ。

① 12𝑥3𝑦4 − 6𝑥4𝑦2

② 12𝑥2 + 3𝑥 − 9

③ (𝑎 + 1)(𝑎 + 3)(𝑎 + 4)(𝑎 + 6) + 8

④ 𝑥6 − 𝑦6

⑵ 次の式を計算して簡単にせよ。

① 3(𝑥2 − 3𝑥𝑦 − 4𝑦2) − 3(2𝑦2 + 𝑥2 − 4ｘｙ)

② (𝑎 + 𝑏 + 𝑐)(𝑎 − 𝑏 − 𝑐)＋2𝑏𝑐

③ √12 − √75 + √108 − √27

④ 
√2

√2+√3
+

√2

√2−√3

数学 1
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第 2問 

全体集合Ｕを 60以下の自然数とし、Ｕの部分集合Ａ，Ｂ，Ｃについて、 

  Ａ＝{ⅹ｜ⅹは 2の倍数}  Ｂ＝{ⅹ｜ⅹは 3の倍数}  Ｃ＝{ⅹ｜ⅹは 5の倍数} 

とするとき、次の集合を求めよ。 

⑴ 𝐴 ∩ 𝐵

⑵ 𝐴 ∩ 𝐶

⑶ 𝐵 ∩ 𝐶

⑷ 𝐴 ∩ 𝐵 ∩ 𝐶

⑸ 𝐴 ∩ �̅� ∩ 𝐶

⑹ (𝐴 ∪ 𝐶̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅) ∩ 𝐵

数学 2
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Ｏ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

第 3問 図の放物線は、関数𝑦 =
1

2
𝑥2 − 2𝑥 + 5 のグラフを表し、頂点をＡ、ｙ軸との 

交点をＢとする。また、直線ＡＢとⅹ軸との交点をＣとするとき、次の問いに 

答えよ。 

⑴ 頂点Ａの座標を求めよ。

⑵ 直線ＡＢの式を求めよ。

⑶ △ＯＡＢと△ＯＡＣの面積の比を求めよ。

Y 

ｘ 

数学 3
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Ｏ Ｂ Ａ 

Ｐ 

θ 
ｘ 

ｙ 

第 4問 

⑴ θが次の角度のとき、𝑠𝑖𝑛 𝜃、𝑐𝑜𝑠 𝜃、𝑡𝑎𝑛 𝜃 の値を求めよ。

① θ＝３０°

𝑠𝑖𝑛 𝜃 ＝  𝑐𝑜𝑠 𝜃 ＝ 𝑡𝑎𝑛 𝜃 ＝ 

② θ＝４５°

𝑠𝑖𝑛 𝜃 ＝  𝑐𝑜𝑠 𝜃 ＝ 𝑡𝑎𝑛 𝜃 ＝ 

⑵ 図のように、原点を中心とする半径１の半円において、半円の弧上を点Ｐ(𝑥, 𝑦)

がＡからＢまで動く。∠ＡＯＰ＝θ（0 ≦ 𝜃 ≦ 180）として、θ＝１５０°のときの点Ｐの

座標を求めよ。

数学 4
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Ｐ 

Ｒ 
Ｑ 

Ｆ 

Ｂ Ａ 

Ｄ 

Ｃ Ｂ 

第５問 下の図で３つの四角形Ｐ，Ｑ，Ｒはすべて正方形である。Ｐ，Ｑ，Ｒの底辺が一 

    直線になるようにそろえ、ＰとＱ、ＱとＲが接するように並べたところ図のような

長さであることが分かった。Ｐ，Ｑ，Ｒ全部合わせた面積を求めよ。 

ＣＤ＝２㎝ 

ＢＦ＝７㎝ 

ＡＢ＝２１㎝ 

数学 5

(12)



(13)



問
四
．
傍
線
部
㋑
に
つ
い
て
、
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す

イ
．
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
す

㋑

な
の
た
ま
ひ
そ

ウ
．
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い

エ
．
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

オ
．
お
っ
し
ゃ
っ
て
し
ま
っ
た

問
五
．
傍
線
部
㋒
に
つ
い
て
、
誰
が
行
っ
た
こ
と
な
の
か
、
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
天
人

イ
．
か
ぐ
や
姫

㋒

天
の
羽
衣
う
ち
着
せ
た
て
ま
つ
り

ウ
．
朝
廷

エ
．
頭
の
中
将

オ
．
翁

国語 14
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問
二
．

Ａ

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
助
動
詞
の
活
用
形
を
次
の
各
群
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア
．
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
終
止
形
「
け
り
」

ア
．
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
「
ぬ
」

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形
「
け
る
」

イ
．
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
命
令
形
「
ね
」

ウ
．
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
終
止
形
「
け
り
」

 

ウ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
「
ぬ
」

エ
．
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形
「
け
る
」

エ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
「
ぬ
る
」

オ
．
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形
「
け
れ
」

オ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
已
然
形
「
ぬ
れ
」

問
三
．
傍
線
部
㋐
に
つ
い
て
、
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い

イ
．
参
上
さ
れ
て
く
だ
さ
い

㋐

た
て
ま
つ
れ 

ウ
．
献
上
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い

エ
．
お
乗
り
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

オ
．
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

Ａ 

Ｂ 

国語 13
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問
一
．
傍
線
部
①
～
⑤
の
語
の
本
文
中
の
現
代
語
訳
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
う
ま
く

ア
．
言
葉
が
出
な
く
て

イ
．
た
い
そ
う

イ
．
口
さ
み
し
く
て

①

い
み
じ
く

ウ
．
う
れ
し
く

②

口
惜
し

ウ
．
不
憫
で

エ
．
つ
つ
ま
し
く

エ
．
つ
ま
ら
な
く
て

オ
．
さ
ら
に

オ
．
残
念
で

ア
．
面
倒
な

ア
．
悲
し
い

イ
．
具
合
が
悪
い

イ
．
し
み
じ
み

③

わ
づ
ら
は
し 

 

ウ
．
気
が
重
い

④

あ
は
れ

ウ
．
か
わ
い
そ
う

オ
．
痛
ま
し
い

エ
．
は
か
な
い 

オ
．
残
念
な

オ
．
あ
り
が
た
い

ア
．
か
わ
い
い

イ
．
い
と
し
い 

⑤

い
と
ほ
し

ウ
．
つ
ら
い

エ
．
気
の
毒
だ 

オ
．
残
念
だ

国語 12
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と
て
、
壺つ

ぼ

の
薬
そ
へ
て
、
頭

と
う
の

中

将

ち
ゆ
う
じ
や
う

呼
び
寄
せ
て
奉
ら
す
。

中
将
に
、
天
人
と
り
て
伝
ふ
。
中
将
と
り
つ
れ
ば
、
ふ
と

㋒

天
の
羽
衣
う
ち
着
せ
た
て
ま
つ
り
つ
れ
ば
、
翁

お
き
な

を
、
⑤

い
と
ほ
し

、
か
な
し
と
思
し
つ
る
こ
と

も
失う

せ
ぬ
。
こ
の
衣き

ぬ

着
つ
る
人
は
、
も
の
思
ひ
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
車
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
天
人
具ぐ

し
て
、
の
ぼ
り
ぬ
。

（

出
典 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
⑿
』
よ
り
）

国語 11
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三
．
次
の
文
章
は
竹
取
物
語
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

天
人

て
ん
に
ん

の
中
に
、
持
た
せ
た
る
箱
あ
り
。
天あ

ま

の
羽
衣

は
ご
ろ
も

入い

れ
り
。
ま
た
あ
る
は
、
不
死

ふ

し

の
薬

く
す
り

入
れ
り
。
一
人
の
天
人
い
ふ
、
「
壺つ

ぼ

な
る
御
薬

㋐

た
て
ま
つ
れ
。
穢

き
た
な

き

所
の
物
き
こ
し
め
し
た
れ
ば
、
御
心
地
悪あ

し
か
ら
む
も
の
ぞ
」
と
て
、
持も

て
寄
り
た
れ
ば
、
い
さ
さ
か
な
め
た
ま
ひ
て
、
す
こ
し
、
形
見
と
て
、
脱
ぎ
置
く
衣き

ぬ

に
包
ま

む
と
す
れ
ば
、
在あ

る
天
人
包
ま
せ
ず
。
御
衣

み

ぞ

を
と
り
い
で
て
着
せ
む
と
す
。

そ
の
時
に
、
か
ぐ
や
姫
、
「
し
ば
し
待
て
」
と
い
ふ
。
「
衣き

ぬ

着
せ
つ
る
人
は
、
心
異こ

と

に
な
る
な
り
と
い
ふ
。
物
一ひ

と

言こ
と

い
ひ
置
く
べ
き
こ
と
あ
り

Ａ

」
と
い
ひ

て
、
文ふ

み

書
く
。
天
人
、
「
遅お

そ

し
」
と
、
心
も
と
な
が
り
た
ま
ふ
。

か
ぐ
や
姫
、
「
物
知
ら
ぬ
こ
と
、
㋑

な
の
た
ま
ひ
そ
」
と
て
、
① 

い
み
じ
く

静
か
に
、
朝
廷

お
ほ
や
け

に
御
文

奉
た
て
ま
つ

り
た
ま
ふ
。
あ
わ
て
ぬ
さ
ま
な
り
。

か
く
あ
ま
た
の
人
を
賜た

ま

ひ
て
、
と
ど
め
さ
せ
た
ま
へ
ど
、
許
さ
ぬ
迎
へ
ま
う
で
来き

て
、
取
り
率ゐ

て
ま
か
り
ぬ
れ
ば
、
② 

口
惜

く

ち

お

し

く
悲
し
き
こ
と
。
宮
仕

み
や
づ
か

へ
仕つ

か

う
ま

つ
ら
ず
な
り
ぬ
る
も
、
か
く

③

わ
づ
ら
は
し

き
身
に
て
は
べ
れ
ば
、
心
得

こ
こ
ろ
え

ず
思お

ぼ

し
め
さ
れ
つ
ら
め
ど
も
。
心
強
く
う
け
た
ま
は
ら
ず
な
り
に
し
こ
と
、
な
め
げ
な

る
も
の
に
思
し
め
し
と
ど
め
ら
れ
ぬ
る
な
む
、
心
に
と
ま
り
は
べ
り

Ｂ

。
」
と
て
、

今
は
と
て
天あ

ま

の
羽
衣

は
ご
ろ
も

着
る
を
り
ぞ
君き

み

を

④

あ
は
れ 

と
思
ひ
い
で
け
る
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二
．
次
の
①
～
⑤
は
、
文
学
作
品
の
冒
頭
部
分
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
名
を
後
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
。
小
学
校
に
い
る
時
分
学
校
の
二
階
か
ら
飛
び
降
り
て
一
週
間
ほ
ど
腰
を
抜
か
し
た
事
が
あ
る
。

②

メ
ロ
ス
は
激
怒
し
た
。
必
ず
、
か
の
邪
智
暴
虐
の
王
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
決
意
し
た
。
メ
ロ
ス
に
は
政
治
が
わ
か
ら
ぬ
。
メ
ロ
ス
は
、
村
の
牧
人
で
あ

る
。
笛
を
吹
き
、
羊
と
遊
ん
で
暮
し
て
来
た
。

②

石
炭
を
ば
早
や
積
み
果
て
つ
。
中
等
室
の
卓
の
ほ
と
り
は
い
と
静
か
に
て
、
熾
熱
燈
の
光
の
晴
れ
が
ま
し
き
も
い
た
づ
ら
な
り
。
今
宵
は
夜
ご
と
に
こ
ゝ
に
集

ひ
来
る
骨
牌
仲
間
も
ホ
テ
ル
に
宿
り
て
、
船
に
残
れ
る
は
余
一
人
の
み
な
れ
ば
。

④

ど
っ
ど
ど 

ど
ど
う
ど

ど
ど
う
ど

ど
ど
う
、
青
い
く
る
み
も
吹
き
と
ば
せ

す
っ
ぱ
い
か
り
ん
も
吹
き
と
ば
せ

ど
っ
ど
ど 

ど
ど
う
ど 

ど
ど
う
ど

ど
ど
う

谷
川
の
岸
に
小
さ
な
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤

あ
る
日
の
暮
方
の
事
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。
広
い
門
の
下
に
は
こ
の
男
の
外
に
誰
も
い
な
い
。

ア
．
芥
川
龍
之
介

イ
．
森 

鴎
外

ウ
．
夏
目
漱
石

エ
．
宮
沢
賢
治

オ
．
太
宰

治
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問
八
．
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
と
一
致
す
る
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
・
・
・
」
と
は
『
新
約
聖
書
』
に
あ
っ
た
が
、
『
万
葉
集
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
っ
た
。

イ
．
鶴
の
雄
は
羽
を
ひ
ろ
げ
て
優
雅
に
舞
う
姿
を
雌
に
見
せ
示
威
行
為
を
す
る
が
、
雌
も
ま
た
美
し
さ
や
強
さ
で
示
威
行
為
を
す
る
。

ウ
．
西
洋
音
楽
は
、
教
会
に
て
祈
り
を
捧
げ
た
め
に
歌
わ
れ
る
コ
ー
ラ
ス
を
原
点
と
し
て
、
様
々
な
音
楽
が
生
ま
れ
て
き
た
。

エ
．
芸
術
の
源
は
言
葉
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
確
か
に
音
楽
は
そ
う
で
あ
る
が
、
絵
は
言
葉
よ
り
古
い
か
ら
当
て
は
ま
ら
な
い
。

オ
．
生
き
て
い
る
こ
と
は
自
己
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
自
己
表
現
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
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問
六
．
傍
線
部
㋓
に
つ
い
て
、
同
じ
意
味
の
語
句
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
絶
対
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

イ
．
ぜ
ひ
と
も
使
う
べ
き
だ
。

㋓

使
わ
な
い
手
は
な
い
。

ウ
．
で
き
れ
ば
使
っ
た
方
が
よ
い
。

エ
．
人
手
が
あ
れ
ば
使
う
べ
き
だ
。

オ
．
使
う
た
め
に
手
は
貸
さ
な
い
。

問
七
．
傍
線
部
㋔
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
言
葉
は
芸
術
の
源
で
あ
る
か
ら
、
言
葉
同
様
芸
術
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
大
事
に
し
た
い

イ
．
言
葉
は
何
気
な
く
日
頃
使
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
丁
寧
な
自
己
表
現
手
段
と
し
て
守
っ
て
い
き
た
い

㋔

自
分
自
身
の
道
具
と
し
て
愛
し
て
や
り
た
い

ウ
．
言
葉
は
何
も
表
現
し
な
い
と
死
ん
で
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

エ
．
言
葉
は
他
の
生
物
に
は
な
い
自
己
表
現
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
か
ら
自
由
に
使
っ
て
い
き
た
い

オ
．
言
葉
は
人
間
独
自
の
文
化
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
手
段
で
あ
る
か
ら
有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
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問
四
．
傍
線
部
㋑
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
単
純
で
飾
り
気
が
あ
る
が
、
高
度
に
発
達
し
て
い
な
い
こ
と

イ
．
単
純
で
飾
り
気
が
あ
り
、
高
度
に
発
達
し
て
い
る
こ
と

㋑

素
朴
で
原
始
的
な

ウ
．
単
純
で
飾
り
気
が
な
く
、
高
度
に
発
達
し
て
い
な
い
こ
と

エ
．
単
純
で
飾
り
気
が
な
い
が
、
高
度
に
発
達
し
て
い
る
こ
と

オ
．
単
純
で
飾
り
気
が
な
く
、
発
達
の
見
込
み
が
な
い
こ
と

問
五
．
傍
線
部
㋒
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
一
応
「
物
書
き
」
の
分
野
に
属
し
て
執
筆
し
て
い
る
者

イ
．
一
応
「
物
書
き
」
の
分
野
で
は
有
名
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
者

㋒

物
書
き
の
は
し
く
れ

ウ
．
「
物
書
き
」
の
分
野
の
権
威
で
あ
る
こ
と

エ
．
「
物
書
き
」
と
し
て
駆
け
出
し
の
身
で
あ
る
者

オ
．
「
物
書
き
」
と
し
て
ま
だ
何
も
書
い
た
こ
と
の
な
い
者
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問
二
．

Ａ

Ｂ

 

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
各
群
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
と
り
わ
け

ア
．
読
解
力

イ
．
や
は
り

イ
．
思
考
力

ウ
．
た
と
え
ば

 

ウ
．
指
導
力

エ
．
な
る
ほ
ど

エ
．
行
動
力

オ
．
す
な
わ
ち

オ
．
表
現
力

問
三
．
傍
線
部
㋐
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
人
間
は
言
葉
を
持
つ
こ
と
で
、
他
の
生
物
と
違
っ
た
表
現
方
法
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。

イ
．
人
間
は
言
葉
を
持
つ
こ
と
で
、
他
の
生
物
と
違
っ
て
文
化
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。

㋐

優
位
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た

ウ
．
人
間
は
文
化
を
持
つ
こ
と
で
、
他
の
生
物
と
違
っ
て
言
葉
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。

エ
．
人
間
は
文
化
を
持
つ
こ
と
で
、
他
の
生
物
と
違
っ
て
高
等
な
手
段
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。

オ
．
人
間
は
文
化
を
持
つ
こ
と
で
、
他
の
生
物
と
違
っ
た
表
現
方
法
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。

Ａ 

Ｂ 
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問
一
．

傍
線
部
①
～
⑤
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
．
姿
を
ヒ
ン
パ
ン
に
現
す
。

ア
．
ヨ
ク
チ
ョ
ウ
９
時
に
集
合
で
す

イ
．
バ
ス
停
と
ハ
ン
タ
イ
の
方
向

イ
．
目
標
に
向
け
て
イ
ヨ
ク
が
わ
い
た

①

ハ
ン
エ
イ

ウ
．
私
と
あ
な
た
で
セ
ッ
パ
ン
す
る

②

ヨ
ク
ヨ
ウ

ウ
．
こ
の
温
泉
の
オ
ン
ヨ
ク
効
果
は
す
ご
い

エ
．
荷
物
を
ハ
ン
ニ
ュ
ウ
す
る

エ
．
飛
行
機
の
ビ
ヨ
ク
部
分

オ
．
入
荷
し
た
商
品
を
ハ
ン
バ
イ
す
る

オ
．
標
識
が
違
反
の
ヨ
ク
シ
に
つ
な
が
る

ア
．
荷
物
を
コ
ン
サ
イ
し
た
ト
ラ
ッ
ク

ア
．
マ
ナ
ー
違
反
を
チ
ュ
ウ
イ
す
る

イ
．
コ
ン
パ
ン
店
を
移
転
し
ま
し
た

イ
．
先
ほ
ど
か
ら
再
三
チ
ュ
ウ
コ
ク
し
て
い
ま
す

③

コ
ン
ゲ
ン

ウ
．
物
事
の
コ
ン
カ
ン
を
揺
る
が
す

④

チ
ュ
ウ
ジ
ツ

ウ
．
見
事
な
チ
ュ
ウ
ガ
エ
リ
が
決
ま
っ
た

エ
．
そ
の
お
寺
は
江
戸
時
代
に
コ
ン
リ
ュ
ウ
さ
れ
た

エ
．
ま
る
で
ハ
ク
チ
ュ
ウ
ム
を
見
て
い
る
よ
う
だ

オ
．
学
校
の
先
生
と
コ
ン
ダ
ン
す
る

オ
．
チ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
の
名
月
を
眺
め
る

ア
．
ボ
ウ
キ
ャ
ク
の
彼
方
に
去
っ
て
久
し
い

イ
．
会
員
以
外
に
多
数
の
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ニ
ン
が
い
た

⑤

シ
ツ
ボ
ウ

ウ
．
進
路
を
ボ
ウ
ガ
イ
さ
れ
た

エ
．
彼
は
学
校
中
の
セ
ン
ボ
ウ
の
的
だ

オ
．
毎
日
タ
ボ
ウ
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
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は
言
葉
と
い
っ
て
も
い
い
。

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
限
り
自
己
表
現
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
自
己
表
現
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
何
の
表
現
も
し
な
い
こ

と
は
、
死
ん
で
い
る
の
と
同
じ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

中
で
も
言
葉
を
発
す
る
、
言
葉
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
持
っ
て
い
る
手
段
だ
。
そ
の
手
段
を
有
効
に

㋓ 

使
わ
な
い
手
は
な
い
。

最
も
素
朴
か
つ

③
コ
ン
ゲ
ン 

的
な
自
己
表
現
を
知
れ
ば
、
そ
の
大
切
な
手
段
を
い
い
か
げ
ん
に
使
う
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
だ
。

自
分
自
身
の
想
い
に

④
チ
ュ
ウ
ジ
ツ

な
言
葉
を
選
ぶ
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
な
っ
て
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
、
人
を
感
動
さ
せ
る
こ

と
も
出
来
、
ま
た
、
⑤
シ
ツ
ボ
ウ

さ
せ
る
こ
と
も
出
来
る
。

何
気
な
く
日
頃
使
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
言
葉
を
大
切
に
、
㋔

自
分
自
身
の
道
具
と
し
て
愛
し
て
や
り
た
い
も
の
だ
。

（
出
典

下
重
暁
子
『
若
者
よ
、
猛
省
し
な
さ
い
』
よ
り
）
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で
し
か
な
か
っ
た
も
の
を
組
み
あ
わ
せ
て
、
手
ぶ
り
身
ぶ
り
を
加
え
、
相
手
に
伝
わ
っ
た
と
き
の
喜
び
。
そ
し
て
相
手
も
ま
た
様
々
な
手
段
で
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な

㋑

素
朴
で
原
始
的
な
言
葉
を
大
切
に
し
た
い
。
や
が
て
そ
れ
は
和
歌
に
な
り
詩
に
な
り
、
物
語
に
な
っ
て
い
く
。

「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
・
・
・
」

㋒

物
書
き
の
は
し
く
れ
と
し
て
は
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
。

音
楽
の
は
じ
ま
り
も
ま
た
、
言
葉
で
あ
っ
た
と
教
え
ら
れ
た
の
は
、
三
枝

さ
え
ぐ
さ

成し
げ

彰あ
き

さ
ん
か
ら
で
あ
っ
た
。

音
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
は
、
教
会
で
神
に
祈
り
を
捧さ

さ

げ
る
た
め
の
歌
だ
っ
た
と
い
う
。

歌

Ａ

言
葉
で
あ
る
。
西
洋
音
楽
に
あ
っ
て
は
、
教
会
で
歌
わ
れ
る
コ
ー
ラ
ス
こ
そ
原
点
な
の
だ
。
人
間
の
声
と
言
葉
で
祈
り
を
捧
げ
、
そ
こ
か
ら
様
々
な

音
楽
が
生
ま
れ
て
き
た
。

教
会
音
楽
と
し
て
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
は
じ
め
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
管
楽
器
の
数
々
と
と
も
に
、
様
々
な
形
に
進
化
し
て
き
た
。

バ
ッ
ハ
、
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
を
例
に
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
ど
の
作
曲
家
も
教
会
で
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
、
そ
の
中
か
ら
作
曲

に
目
覚
め
、
多
く
の
教
会
音
楽
を
書
き
、
ジ
ャ
ン
ル
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

芸
術
の
源
は
言
葉
と
い
っ
て
も
い
い
。
い
い
か
え
れ
ば

Ｂ

 

。
絵
は
言
葉
よ
り
古
い
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
間
独
自
の
文
化
と
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
の
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一
．
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
・
・
・
」
と
は
『
新
約
聖
書
』
に
あ
っ
た
。

文
学
上
も
、
音
楽
の
上
で
も
、
は
じ
め
に
あ
っ
た
の
は
言
葉
だ
っ
た
と
い
う
。
な
ん
と
か
し
て
自
分
の
想
い
を
伝
え
た
い
。
恋
慕
う
心
を
ど
う
や
っ
て
表
現
す
れ
ば

い
い
か
。
例
え
ば
相
聞
歌

そ

う

も

ん

か

で
あ
る
。『
万
葉
集
』
な
ど
に
も
た
く
さ
ん
登
場
す
る
。

〝
あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き

標し
め

野の

行
き

野の

守も
り

は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
〟

額

田

王

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

が
大
海
人

お

お

あ

ま

の

皇
子

お

う

じ

（
後
の
天
武
天
皇
）
へ
贈
っ
た
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
恋
人
に
ど
う
し
た
ら
こ
の
想
い
を
伝
え
ら
れ
る
か
。
そ
の
悶
々

も
ん
も
ん

と
し
た
中
か

ら
生
ま
れ
で
た
の
が
言
葉
で
あ
る
。
人
間
は
言
葉
を
持
つ
こ
と
で
、
他
の
生
物
と
違
っ
て
文
化
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
㋐ 

優
位
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

生
物
は
、
す
べ
て

①
ハ
ン
エ
イ

の
た
め
に
、
雄
は
雌
に
示
威
行
為
を
す
る
。
鶴
の
よ
う
に
羽
を
ひ
ろ
げ
て
優
雅
に
舞
う
も
の
、
自
分
の
美
し
さ
や
強
さ
で
迫
る
も

の
。
方
法
は
様
々
で
あ
る
が
、
人
間
の
よ
う
に
そ
れ
を
書
き
言
葉
や
話
し
言
葉
で
伝
え
た
り
は
し
な
い
。
鳴
き
声
の

②
ヨ
ク
ヨ
ウ

で
言
葉
に
近
い
も
の
は
あ
る
と

し
て
も
・
・
・
。

言
葉
を
持
つ
こ
と
で
人
間
は
、
文
化
を
創
造
す
る
一
歩
を
進
め
た
の
だ
。

心
の
中
に
燃
え
た
ぎ
る
も
の
を
言
葉
に
し
て
相
手
に
伝
え
る
。
そ
の
こ
と
が
ど
ん
な
に
高
等
な
手
段
で
あ
っ
た
か
。
最
初
は
叫
び
声
や
溜
息

た
め
い
き

の
よ
う
な
単
な
る
音

国語 1
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〔 国 語 〕 
 

【注意事項】 

１．試験問題は(27)～(14)ページです。 

２．国語の問題は右開きです。 

３．解答はすべて国語の解答用紙に記入してください。 

 

(28)



２０２1 年度 名古屋芸術⼤学 ⼀般選抜 ⼀般⼊学試験 2 期 
⼊学試験問題 解答⽤紙〔英語〕 

Part Ⅰ． 

1 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 

2 (a) (b) (c) (d) (e) (f) 

3 (1) (2) 

4 
ⅰ. ii. iii. iv. v. 

ⅵ. ⅶ. ⅷ. 

Part Ⅱ． 

(1) (2) (3) (4) (5) 

Part Ⅲ． 

1. . 

2. . 

3.      . 

4. ? 

受験番号 総点 

⽒ 名 /100 



令和 3 年度 名古屋芸術大学一般選抜 一般入試 2 期 

〔数学〕 解答用紙 
第 1 問 

 

第 2 問 

⑴  

⑵  

⑶  

⑷  

⑸  

⑹  

 

第 3 問 

⑴  

⑵  

⑶  

 

第 4 問 

⑴ 
① 𝒔𝒊𝒏𝜽 

 

 
𝒄𝒐𝒔𝜽 

 

 

  𝒕𝒂𝒏𝜽 
 

 

 

 

② 𝒔𝒊𝒏𝜽 
 

 
𝒄𝒐𝒔𝜽 

 

 

 
 𝒕𝒂𝒏𝜽  

 

 
 

⑵  

 
 

第 5 問 

 
 

⑴ ①  ②  

 ③  

 ④  

⑵ ①  ②  

 ③  ④  



Ａ
①

①
Ａ

①

Ｂ
②

②
Ｂ

②

③
③

③

④
④

④

⑤
⑤

⑤

受
験
番
号

氏
　
名

問
　
一
．

　 　 問
　
三
．

　 問
　
四
．

　

問
　
五
．

　 問
　
六
．

　 問
　
七
．

　 問
　
八
．

問
　
二
．

三 問
　
一
．

問
　
二
．

　 　 問
　
三
．

　 問
　
四
．

　

問
　
五
．

　

合
計
点

三
　
小
　
計

一 般 入 学 試 験 ２ 期 　 【 国 語 】

令 和 ３ 年 度  名 古 屋 芸 術 大 学
解 　 答 　 用 　 紙

二
　
小
　
計

一
　
小
　
計

　

一
二 　





解答用紙 

第 1問 

 

第 2問 

⑴ ｛6,12,18,24,30,36,42,48,54,60｝ 

⑵ ｛10，20，30，40，50，60｝ 

⑶ ｛15，30，45，60｝ 

⑷ ｛30，60｝ 

⑸ ｛10，20，40，50｝ 

⑹ ｛3，9，21，27，33，39，51，57｝ 

 

第 3問 

⑴ （２，３） 

⑵    𝒚 = −𝒙 + 𝟓 

⑶ ２：３ 

 

第 4問 

⑴ 
① 𝒔𝒊𝒏𝜽 

𝟏

𝟐
 𝒄𝒐𝒔𝜽 √𝟑

𝟐
 

  𝒕𝒂𝒏𝜽 
𝟏

√𝟑
  (

√𝟑

𝟑
)  

② 𝒔𝒊𝒏𝜽 
𝟏

√𝟐
  (

√𝟐

𝟐
) 𝒄𝒐𝒔𝜽 

𝟏

√𝟐
  (

√𝟐

𝟐
) 

  𝒕𝒂𝒏𝜽      １   

⑵ 
(−

√𝟑

𝟐
,
𝟏

𝟐
) 

 

第 5問 

     １７３㎠ 

 

⑴ ① 𝟔𝒙𝟑𝒚𝟐(𝟐𝒚𝟐 − 𝒙) ② 𝟑(𝒙 + 𝟏)(𝟒𝒙 − 𝟑) 

 ③ (𝒂𝟐 + 𝟕𝒂 + 𝟖)(𝒂 + 𝟐)(𝒂 + 𝟓) 

 ④ (𝒙 + 𝒚)(𝒙𝟐 − 𝒙𝒚 + 𝒚𝟐)(𝒙 − 𝒚)(𝒙𝟐 + 𝒙𝒚 + 𝒚𝟐) 

⑵ ① −𝟏𝟖𝒚𝟐 + 𝟑𝝌𝒚 ② 𝒂𝟐 − 𝒃𝟐 − 𝒄𝟐 

 ③ ０ ④ －４ 



Ａ ① ① Ａ ①

４点 ４点

Ｂ ② ② Ｂ ②

４点×２ ③ ③ ３点×２ ③

５点

④ ④ ④

４点 ⑤ ⑤ ８点 ５点 ⑤

２点×５ ４点×５ ２点×５

４点 ８点 ４点

受験番号

氏　名

一
般
入
学
試
験
２
期
　
【
国
語
】

令
和
３
年
度
 

名
古
屋
芸
術
大
学解

　
答
　
用
　
紙

二　小　計

　　　　　／２０

一　小　計

　　　　　／５０

ウ

一二

　

ウ

オ

イ

エ

ア

　　　　　／３０　　　　　／１００

エ

問
　二．

ウ

エ

問
　三．

ア

問
　四．

イ

エ

問
　五．

ア

合計点 三　小　計

イ

問
　八．

問
　二．

三
問

　一．

イ

オ

ア

問
　五．

ア

問
　六．

イ

問
　七．

イ

エ

イ

問
　四．

ウ

問
　一．

オ

オ

問
　三．

ア

オ

ウ

解答例
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